
農業所得の向上への
取組み

【⽣産】
⽣産性向上
・農作業の省⼒化など⽣
産現場でのAI・IoT等を
活⽤したスマート農業
の導⼊推進

・園芸施設整備による⽣
産性の向上

・担い⼿への農地集積・
集約化（マッチング）

・担い⼿の収穫作業の補
助など労働⼒の確保・
調整の仕組みづくりの
推進

【流通・消費】
情報発信
・消費者への農産物に関
する情報発信
（ＥＣ活⽤促進）

・農産物ブランド⼒の更
なる向上、農村地域の
魅⼒ある特産品等ＰＲ

・⽣産から販売に⾄る農
畜産業の営農活動への
理解促進
（農業への理解）

・就農サポート等により
産地を⽀える新たな担
い⼿の確保・育成

・親元就農やＵＩＪター
ン就農、定年退職者な
ど就農を応援

今後５年の施策の⽅向性

今後10年の施策の⽅向性

福岡市の農業が⽬指す姿（30年後）
⾷べ物がおいしいまちを⽀え、農とともにある豊かな暮らしをつくる

新規就農者や、⽣産性の向上や規模拡⼤を図る意欲あ
る担い⼿を⽀援します

福岡市農林業総合計画（令和４年度〜８年度）（案）

持続できる強い農業の推進

農畜産物の安定的な供給の確保

農村地域の振興、農と都市との共⽣

多様な担い⼿の
確保と育成

農地の保全と
⽣産基盤の整備

⾷の安全と⾷育の推進

消費拡⼤、地産地消
の推進

農と都市の交流促進

地域の特性を活かした
魅⼒ある農村づくり

今後５年の施策⽅針

⼥性農業者への⽀援や、農福連携の推進など、多様な
担い⼿の確保・育成を⾏います

農業の⽣産基盤の整備を⾏うとともに、農地の保全や
農業⽤施設の維持活⽤に努めます

⼗分に活⽤されていない農地の利⽤促進に努めるとと
もに、農地の集積・集約化を図ります

市内産農畜産物の消費拡⼤、地産地消を推進し、６次
産業化・ブランド化に取り組む農業者を⽀援します

｢ふくおかさん家のうまかもん条例｣に関連する施策の
推進を図ります

学校給⾷への活⽤など様々な市内産⾷材の利⽤を図り
つつ、⽣産現場の安全管理の啓発や⾷育を推進します

農業の持続的発展の基盤的役割を果たす｢農村｣の活性
化に寄与する活動を⽀援します

都市住⺠のレクリエーションや学習の場の提供などを
通して、農業の重要性や魅⼒など認識の共有を図り、
市⺠への｢農｣に関する情報発信の充実に努めます
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スマート農業推進 (ｱｸﾞﾘDX)、新規就農スタートアップ⽀援、
就農応援 ※DX（デジタルトランスフォーメーションの略）

農福連携推進、農業⼥⼦チャレンジ応援、就農応援

園芸産地育成、農業⽤施設の維持管理と防災・浸⽔対策、
農業資材のグリーン化

耕作放棄地対策、貸し⼿と借り⼿のマッチングによる活⽤促進

ＥＣ活⽤推進 (ｱｸﾞﾘDX)、農産物ブランド創出・販路拡⼤

「ふくおかさん家のうまかもん」事業者認定

学校給⾷への活⽤、出荷前残留農薬検査、GAP

農村の魅⼒発⾒・発信、多様なライフスタイルの実現
環境負荷低減の取組み
⿃獣害防⽌総合対策、畜産環境整備

農業の多⾯的機能に関する理解促進（農業への理解）
市⺠農園拡⼤推進、農林業ふれあい施設の管理・運営

農業

次期計画の⽬標（令和４年度〜８年度：５年間）
意欲ある担い⼿への⽀援･育成と、農業の魅⼒発信による農村地域の活性化

・現総合計画の⽬標｢農業所得の向上｣は、次期計画においても重要な課題
・福岡市の農業が⽬指す姿の実現に向け、今後10年の施策の⽅向性として、
⼈材や農地・施設等へ直接⽀援する｢農業政策｣と、農業の持続的な発展の基
盤となる農村地域の活性化を図る｢農村地域政策｣を⾞の両輪として推進。両
政策の施策展開において施策間での連携を強め、相乗効果を発揮していく
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豊かな とは…
・自然に富む

・農業所得の向上

・心が満たされる

・誇りに思う

重
点

重
点

次代の担い⼿
への⽀援

農業所得の
向上への取組み
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